
文書館だより

和歌山県立

文書館だより
第43号　平成27年7月

もん じょ かん

ISSN  1 8 8 2 － 6 9 9 7

『昭和新報』2号1面



和歌山県立文書館だより

2

『
昭
和
新
報
』の
創
刊　
昭
和
二
年
（
一
九 

二
七
）一
月
十
八
日
、
和
歌
山
で
『
昭
和
新
報
』

な
る
新
聞
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
諸
書
で
は
大

正
十
五
年（
一
九
二
六
）十
二
月
二
十
五
日
の
創

刊
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
も

と
も
と『
警
世
新
聞
』と
題
し
発
刊
予
定
だ
っ
た

十
二
月
二
十
五
日
に
大
正
天
皇
が
死
去
し
た
た

め
、
年
と
紙
名
を
改
め
て
発
刊
に
至
っ
た
、
と

い
う
の
が
真
相
の
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
、『
昭
和
新
報
』は
い
つ
ま
で
刊
行

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
日
や
号

数
ま
で
厳
密
に
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、『
和
歌
山
県
統
計
書
』に
よ
る
と
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）に
は
本
紙
の
名
が
消
え
る
こ
と
か

ら
、
昭
和
九
年
の
あ
る
段
階
で
廃
刊
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

短
命
の
う
え
、
基
本
旬
刊
で
発
行
部
数

は
創
刊
当
初
わ
ず
か
三
〇
〇
部
（
後
に
最
大

一
五
〇
〇
部
）、
主
幹
や
発
行
人
も
無
名
。
き

わ
め
て
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
の『
昭
和
新
報
』。
創

廃
刊
が
め
ま
ぐ
る
し
か
っ
た
と
は
い
え
、
ピ
ー

ク
時
の
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）に
は
和
歌
山

一
県
内
で
五
〇
紙
を
超
え
る
地
方
紙
が
発
行
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
に
埋
も
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
昭
和
初
年

と
い
う
歴
史
性
を
刻
印
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
小

新
聞
、
そ
れ
が
こ
の
小
文
の
主
役
で
す
。

教
化
運
動
を
担
う
べ
く　
『
昭
和
新
報
』の
主

義
主
張
は
、「
発
刊
の
辞
」や
主
幹
・
金
原
源
太

夫（
貞
典
）の
手
に
な
る「
聖
戦
の
首
途
に
際
し

て
」等
で
端
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「
吾ご

曹そ
う

の
標
榜
す
る
と
こ
ろ
は
社
会
の
浄
化
で
あ
」り
、

「
挙
国
一
体
人
心
惟こ

れ
同
じ
く
し
民
風
之こ

れ
和

す
る
の
理
想
境（
郷
）を
現
出
せ
し
め
ん
た
め
の
社
会

廓か
く

清せ
い

運
動
に
外
な
ら
な
い
」と（
史
料
引
用
中
の

括
弧
内
・
傍
点
等
は
筆
者
に
よ
る
）。

そ
の
う
え
で
、「
本
紙
は
官
公
吏
・
教
育
者
・

宗
教
家
・
有
識
人
士
等
社
会
教
化
者
連
絡
提
携

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
唯
一
機
関

0

0

0

0

0

也
」、「
本
紙
は
教
化
者
の
た
め
に

盾
と
な
り
陶
壁
と
な
り
教
化
戦
線
の
共
同
進
出

を
図
る
」、「
本
紙
は
教
化
者
に
対
し
訓
話
説
教

の
活
資
料
を
供
給
す
」な
ど
と
、『
昭
和
新
報
』

の
役
割
を
定
置
す
る
わ
け
で
す
。

「
教
化
」と
は
、
個
人
の
内
面
に
か
か
わ
る
精

神
・
良
心
・
思
想
・
信
仰
等
の
自
由
に
立
ち
入
り
、

あ
る
一
定
の
方
向
付
け
を
お
こ
な
う
こ
と
で
す
。

と
く
に
世
紀
転
換
期
以
降
の
日
本
で
は
、
国
家

が
積
極
的
に
社
会
へ
介
入
し
、
社
会
改
造
を
押

し
進
め
る
べ
く
国
民
教
化
政
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
し
た
。

『
昭
和
新
報
』が
創
刊
さ
れ
た
時
期
に
あ
た

る
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
は
、

教
化
を
担
う
べ
き
民
間
団
体
の
提
携
を
強
め
、

教
化
運
動
を
よ
り
統
一
性
の
あ
る
も
の
に
し

よ
う
と
い
う
動
き
が
全
国
的
に
進
み
、
昭
和

四
年
（
一
九
二
九
）の
教
化
総
動
員
運
動
に
結

実
し
ま
す
。

和
歌
山
県
下
で
も
昭
和
二
年
か
ら
翌
年
に
か

け
て
教
化
団
体
の
連
合
が
目
指
さ
れ
、
和
歌
山

県
教
化
連
盟
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

『
昭
和
新
報
』は
、
和
歌
山
県
に
お

け
る
教
化
運
動
の
「
機
関
紙
」「
別

働
隊
」と
し
て
、
そ
の
牽
引
役
や

広
報
役
を
担
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

経
営
方
針
と
紙
面
の
特
徴
　　

以
上
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て

い
た『
昭
和
新
報
』は
事
実
上
、
主

幹
の
金
原
源
太
夫
と
発
行
人
の
根

来
兼
吉（
根
来
印
刷
所
）の
二
人
三

脚
で
経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

事
務
所
は
後
に
独
立
し
て
和
歌

山
市
内
の
芝
之
丁
五
番
地
へ
移
り

ま
す
が
、
長
い
間
、
同
市
本
町
五
丁
目
一
番
地

の
根
来
印
刷
所
に
あ
り
ま
し
た
。
支
局
も
海
草

郡
日
方
町（
具
体
的
な
場
所
は
不
明
）と
と
も
に
、

同
郡
巽
村
阪
井
の
源
太
夫
宅
に
置
か
れ
て
い
た

よ
う
で
す（
現
・
海
南
市
）。

ま
た
、印
刷
経
費
は
す
べ
て
根
来
兼
吉
の「
義

侠
心
」に
す
が
り
、
郵
送
料
や
編
集
費
に
関
し

て
は
源
太
夫
が「
社
会
奉
仕
と
し
て
負
担
」す
る

と
い
う
経
営
体
制
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。『
昭

和
新
報
』は
営
利
的
な
商
業
新
聞
を
批
判
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
無
料
配
付
を
原
則
と
し
て

い
た
の
で
（
後
に
不
本
意
な
が
ら
購
読
料
を
徴

収
）、
か
な
り
厳
し
い
財
政
状
態
に
あ
っ
た
こ

と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
ま
す
。

『
昭
和
新
報
』の
形
態
は
、
今
日
の
新
聞
と
同

型
で
基
本
四
頁
刷
り
、
五
号
活
字
の
七
段
組
と
、

各
紙
と
共
通
す
る
一
般
的
な
も
の
で
し
た
。
し

か
し
紙
面
の
内
容
に
限
っ
て
い
う
と
、
源
太
夫

の
論
説
を
中
心
に
、
政
治
・
経
済
に
関
す
る
記

事
は
少
な
く
、そ
の
多
く
が
教
化
運
動
や
宗
教
・

教
育
・
社
会
事
業
・
文
化
等
に
割
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
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『
昭
和
新
報
』は
一
般
紙
と
い
う
よ
り
教
化
運

動
の「
機
関
紙
」た
ら
ん
と
し
て
い
た
わ
け
で
す

か
ら
、
そ
の
点
が
当
然
紙
面
に
も
反
映
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
和
歌
山
の
内
外
か
ら

集
め
ら
れ
た
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
の
寄
稿
も
目
玉

の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

金
原
源
太
夫
の
思
想　
最
後
に
、『
昭
和
新

報
』の
主
幹
を
つ
と
め
た
金
原
源
太
夫
（
貞
典
）

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、

生
年
・
出
身
地
・
経
歴
な
ど
を
含
め
、
彼
に
関

し
て
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

判
明
し
て
い
る
の
は
、『
昭
和
新
報
』創
刊

前
後
の
時
期
、「
修
養
団
」と
い
う
有
名
な
修

養
団
体
の
和
歌
山
県
支
部
で
理
事
を
つ
と
め

る
と
と
も
に
、
和
歌
山
県
の
神
職
団
体
で
あ

る
和
歌
山
県
神
職
会
の
幹
事
も
担
っ
て
い
た

こ
と
ぐ
ら
い
で
す
。
神
職
会
の
議
場
で
は
当

局
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説
明
に
あ
た
っ

て
お
り
、
同
会
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
源
太
夫
が
修

養
活
動
に
従
事
し
て
き
た
神
職
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

が
、
和
歌
山
県
神
職
会
関
連
の
冊
子
や
名
簿

等
に
は
、
役
員
の
肩
書
き
で
登
場
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
源
太
夫
が
ど
こ
の
神
社
の
神
職

だ
っ
た
か
を
示
す
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

『
昭
和
新
報
』に
は
海
草
郡
の
住
所
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
他
書
で
は
東
牟
婁
郡
出
身
と

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
な
ど
、
彼
に
関
す
る

情
報
は
不
足
し
て
い
る
う
え
に
錯
綜
し
て
い
る

の
が
現
状
で
、
今
後
の
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要

で
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、『
昭
和
新
報
』の
論
説
か
ら

源
太
夫
の
基
本
思
想
を
垣
間
見
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
彼
は
無
料
頒
布
し
た『
昭
和
新
報
』が
あ
る

官
幣
大
社
か
ら
返
送
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
紹
介
、

そ
の
う
え
で
「
苟い
や
し

く
も
国
民
道
徳
の
源
泉
で
あ

り
国
家
人
倫
の
標
準
た
る
べ
き
神
社
に
奉
務
す

る
人
間
が
、
現
代
混
沌
た
る
世
相
を
眺
め
て
之

れ
が
浄
化
の
念
止
み
難
く
万
難
を
排
し
て
起
つ

た
吾
人
の
絶
叫
に
一
沫
の
共
鳴
も
起
ら
な
い
と

云
ふ
こ
と
が
、
如
何
に
現
代
社
会
の
堕
落
し
神

職
界
の
無
為
な
る
か
を
証
明
す
る
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か
」と
、「
神
職
界
の
無
為
」を
批
判
し

ま
す
。
そ
し
て
こ
う
し
た
現
状
認
識
を
前
提
に
、

「
社
会
の
浄
化
」を
担
う
べ
く
、
神
職
の
自
立
化

と
社
会
的
責
任
の
主
体
化
、
お
よ
び
教
化
の
中

心
と
し
て
の
神
社
の
役
割
を
強
調
し
て
訴
え
る

の
で
す
。

和
歌
山
県
神
職
会
の
幹
事
と
し
て
源
太
夫
と

同
僚
だ
っ
た
人
物
に
、
和
歌
浦
・
玉た
ま

津つ

島し
ま

神
社

社
掌
の
遠あ
ち

北き
た

久
次
郎（
太
麻
彦
）が
い
ま
す
。
彼

は
一
九
二
〇
年
代
神
社
界
の
若
手
神
職
改
革
派

が
集
っ
た
全
国
社
司
社
掌
会
の
中
心
人
物
で
、

こ
の
時
期
の
日
本
社
会
で
勃
興
し
た
、「
宗
教

復
興
」的
な
状
況
を
背
景
と
す
る「
宗
教
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」を
押
し
進
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
遠
北
が
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）に
開

催
さ
れ
た
第
五
回
近
畿
神
職
連
合
会
で
の
演
説

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
午
前
中
水

野
前
内
務
大
臣
閣
下（
水
野
錬
太
郎
）ノ
御
祝
辞

ニ
依
ツ
テ
感
ズ
ル
所
ガ
ア
リ
マ
ス
、
水
野
閣
下

ノ
御
話
デ
ハ
二
十
年
前
ニ
較
ベ
ル
ト
現
在
ノ
神

社
ガ
進
歩
発
達
シ
タ
、
神
社
ノ
凡
テ
ノ
制
度
ガ

発
展
シ
テ
居
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
、（
中

略
）然
ル
ニ
其
ノ
進
歩
発
達
ノ
多
ク
ハ
官
国
幣

社
デ
ア
ル
、
全
国
百
二
十
有
余
万
ノ
神
社
デ
此

官
国
幣
社
ト
特
種
ナ
神
社
ヲ
除
イ
テ
ハ
殆
ン
ド

0

0

0

大
部
分
ハ
進
歩
ノ
跡
遅
々
タ
ル
モ
ノ
ガ
ア
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ノ

デ
ア
リ
マ
ス
、
茲
ニ
於
テ
我
々
ハ
一
般
ニ
帰
依

0

0

0

0

0

0

0

0

セ
ズ
自
分
ノ
力
デ
立
ツ
ト
云
フ
覚
悟
ヲ
以
テ
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ

0

0

0

0

0

0

0

コ
ト
ヲ
深
ク
〳
〵
感
ジ
タ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス
」と
。

源
太
夫
の
思
想
が
遠
北
の
考
え
に
共
振
し
て

い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
す
。
源
太
夫
は
、
遠

北
ら
と
と
も
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
神

社
界
の
改
革
を
盛
り
上
げ
る「
世
論
」を
担
う
と

と
も
に
、「
宗
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」を
支
え
て

い
た
一
人
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

（
平
良　

聡
弘
）

※
当
館
で
は
平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）度
に

『
昭
和
新
報
』を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
の
存
在

は
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
実
物

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
こ
れ
が
始

め
て
、
い
わ
ゆ
る
新
出
史
料
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
回
購
入
し
た
の
は
第
二
号

（
昭
和
二
年
一
月
）か
ら
第
四
七
号
（
昭
和
五

年
一
月
）ま
で
、
し
か
も
途
中
に
欠
号
も
あ

り
、
全
号
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
昭
和
初
年
を
中
心
に
、
和
歌
山

の
教
化
運
動
だ
け
で
な
く
、
日
方
・
阪
井
を

主
と
す
る
海
草
郡
の
地
域
情
勢
も
う
か
が
え

る
貴
重
な
史
料
と
い
え
ま
す
。
ぜ
ひ
当
館
に

お
出
で
い
た
だ
き
、
調
査
・
研
究
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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九
二
六
年
六
月
）

中
央
教
化
団
体
連
合
会
編
集
・
発
行
『
全
国
教
化

団
体
名
鑑
』（
一
九
二
九
年
）

内
務
省
警
保
局
編
『
新
聞
雑
誌
社
特
秘
調
査
』（
大

正
出
版
、
一
九
七
九
年
）

第 43号（平成 27年 7月発行）

超国家主義者・大川周明（国立国会図書館「近代日本人の肖像」）と『昭和新報』への寄稿（26 号）
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和歌山県立文書館だより

4

●
国
道
42
号
に
架
か
る
橋

国
道
42
号
は
、
静
岡
県
浜
松
市
を
起
点
と
し
、

太
平
洋
沿
岸
を
西
へ
向
か
い
、
紀
伊
半
島
を
周

回
、
和
歌
山
市
県
庁
前
交
差
点
を
終
点
と
す
る
、

日
本
で
八
番
目
に
長
い
国
道
で
す
。

県
下
を
通
る
42
号
に
は
二
六
八
本
の
橋
が

あ
り
（
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）、
そ
の
う
ち
熊
野
川
に
架
か
る
熊
野

大
橋
（
昭
和
九
年
、
一
九
三
四
）、
津
屋
川
の

和
歌
浦
小
橋
と
和
歌
川
の
旭
橋（
昭
和
十
八
年
、

一
九
四
三
）の
三
本
は
戦
前
に
架
け
ら
れ
た
も

の
で
す（
図
１
）。

こ
れ
か
ら
、
今
年
で
建
造
七
十
二
年
を
迎
え

る
旭
橋
と
和
歌
川
や
和
歌
浦
に
つ
い
て
、
現
在

整
理
作
業
中
の
、
紀
三
井
寺
村
岩
﨑
家
文
書

（
カ
ッ
コ
内
は
資
料
番
号
）を
中
心
に
、
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

●
江
戸
時
代
の
和
歌
川

和
歌
川
は
紀
の
川
の
分
流
で
、
有
本
川
・
大

門
川
・
市
堀
川
・
和
田
川
と
合
わ
せ
て
「
内
川
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
上
流
に
は
、「
文
書

館
だ
よ
り
」四
一
号
で
取
上
げ
た
「
時ほ
と
と
ぎ
す鳥

松
」の

あ
っ
た
長
さ
三
七
間
三
尺
五
寸
（
約
七
四
メ
ー

ト
ル
）の
「
大
橋
（
広
瀬
大
橋
・
郭ほ
と
と
ぎ
す公

橋
）」な
ど

が
架
け
ら
れ
、
こ
の「
大
橋
」以
南
は
藻も

屑く
ず

川
と

も
言
い
ま
し
た（『
紀
伊
続
風
土
記
』）。

河
口
付
近
に
は
橋
が
な
か
っ
た
た
め
、
白
い

布
を
目
印
と
す
る
渡
し
舟
に
よ
っ
て
輸
送
が
お

こ
な
わ
れ
、
目
印
の
白
い
布
を
た
と
え
て
「
ふ

ん
ど
し
の
渡
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
（『
和
歌

山
市
要
』、
写
真
１
）。

●
和
歌
川
架
橋
組
合
の
設
立

左
下
の
写
真
２
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九 

〇
九
）四
月
に
撮
影
さ
れ
た
初
代
旭
橋
で
す
。

こ
の
旭
橋
は
和
歌
川
の
河
口
に
架
け
ら
れ
た
橋

で
、
明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）十
一
月
に
開

通
し
ま
し
た
。

明
治
も
二
十
年
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
人
力
車

の
登
場
に
よ
る
輸
送
手
段
の
変
化
や
、
近
代
産

業
の
発
展
に
よ
り
、
交
通
や
輸
送
量
が
増
加
し
、

渡
し
船
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、「
新
道
開
修
ニ
伴
ヒ
橋

梁
架
設
ス
ル
」こ
と
を
目
的
と
し
て
、
和
歌
川

架
橋
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

「
和
歌
川
架
橋
組
合
規
約
書
」（
資
料
番
号
未

定
）に
よ
る
と
、
資
本
金
は
津
村
重
兵
衛
・
谷や
つ

井い

勘
蔵
・
宮
本
吉
右
衛
門
が
そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
、

岩
﨑
冨
三
郎
の
四
百
円
、
和
中
金
助
・
木
村
五

郎
兵
衛
・
宮
本
八
郎
右
衛
門
ほ
か
の
二
百
五
十

円
以
下
、
和
歌
浦
町
と
紀
三
井
寺
村
の
名
士
を

中
心
に
、
計
八
千
五
百
円
の
出
資
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。

●
「
旭
橋
」
で
は
な
か
っ
た

「
規
約
書
」で
は
、
和
歌
本
川
架
橋
を
「
海
草

橋
」と
し
て
お
り
、
当
初
「
旭
橋
」と
い
う
名
称

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
和
歌
川
に
は
現
役

の「
海
草
橋
」が
存
在
し
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
明

治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）の
開
通
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
よ
り
前
に
竣
工
さ
れ
た
旭
橋
を
名

称
変
更
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

名
称
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
橋
を
架
け
る
た

め
に
は
橋
の
規
模
や
材
料
・
人
夫
に
か
か
る
予

算
を
算
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
架
橋
組
合
で
は
「
海
草
郡
和
歌
紀
三
井
寺
間

和
歌
川
架
橋
設
計
書
」（
Ⅱ
―
一
三
〇
三
）を
和

歌
山
県
に
提
出
し（
岩
﨑
家
に
は
写
が
伝
わ
る
）、

あ
わ
せ
て
紀
三
井
寺
大
門
前
か
ら
字
沖
輪
丁
に

至
る
新
道
の
開
修
工
事
の
た
め
の
仕
様
帳
（
Ⅱ

―
一
二
九
）も
作
成
し
て
い
ま
す
。「
架
橋
設
計

書
」に
よ
る
と
、
橋
の
規
模
は
長
さ
一
五
五
間

五
分（
約
二
七
九
メ
ー
ト
ル
）で
し
た
。

そ
の
結
果
、
明
治
三
十
二
年
四
月
二
十
六
日
、

時
の
知
事
で
あ
っ
た
小
倉
久
に
よ
り
「
私
費
を

以
テ
仮
橋
架
設
ノ
件
ヲ
許
可
」（
Ⅱ
―
一
四
六
）

さ
れ
ま
し
た
。
架
橋
の
条
件
と
し
て
工
事
期
間

や
費
用
、
修
繕
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、

通
行
銭
も
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旭
橋

は
有
料
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
藤
本
清

二
郎
『
和
歌
の
浦
百
景
―
古
写
真
で
み
る
「
名

勝
」の
歴
史
』）。

旭
橋
の
通
行
銭

紀の川

市堀川

大門川

和田川

和
歌
川

水
軒
川

文書館

❺
❻
❹❸

❶

❼

❷

42

第 43号（平成 27年 7月発行）

1.	 旭橋
2.	 紀三井寺
3.	 観海閣	
　	 あしべ屋
4.	 不老橋
5.	 東照宮
6.	 和歌浦天満宮
7.	 大橋

写真１　「渡し場金出納簿」
（岩﨑家文書Ⅱ-922、923）

写真２　初代の旭橋（岩﨑家文書より） 図１　和歌川流域と和歌の浦

種
別

金
額

壱
人

１
銭

人
力
車
壱
輌
（
車
夫
共
）

２
銭

荷
車
（
同
）

３
銭

空
車
（
同
）

２
銭　

牛
馬
（
率
夫
共
）

２
銭
５
厘

牛
馬
車
（
同
）

４
銭
５
厘

空
牛
馬
車
（
同
）

３
銭
５
厘

駕
長
持
（
持
夫
共
）

４
銭　
　

旭
橋
が
む
す
ぶ
今
む
か
し

4



和歌山県立文書館だより
●
初
代
旭
橋
の
維
持
管
理
と
解
体

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）に
お
け
る
旭
橋
の

通
行
量
は
二
二
万
八
千
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ

（『
和
歌
山
県
議
会
史
』第
二
巻
）、
通
行
量
の
増

加
や
年
月
の
経
過
に
よ
っ
て
、
橋
は
傷
ん
で
き

た
よ
う
で
す
。
同
年
に
は
、「
明
光
橋
及
旭
橋

現
今
腐
朽
シ
通
行
甚
ダ
危
険
」な
状
態
と
な
り
、

海
草
郡
役
所
か
ら「
大
修
覆
工
事
」を
す
る
よ
う

命
じ
ら
れ
ま
し
た（
Ⅱ
―
一
〇
三
〇
）。

し
か
し
、
そ
の
二
年
後
の
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）八
月
二
十
三
日
を
も
っ
て
通
行
銭

の
徴
収
を
停
止
、
初
代
の
旭
橋
は
解
体
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
解
体
に
あ
た
っ
て
は
、

材
料
を
四
分
し
て
入
札
が
お
こ
な
わ
れ
、
組
合

も
解
散
さ
れ
る
に
至
り
ま
す（
Ⅱ
―
一
一
一
五
）。

●
二
代
目
旭
橋
と
市
電
の
開
通

初
代
旭
橋
が
役
割
を
終
え
る
と
同
時
に
開
通

し
た
の
が
、
長
さ
八
八
〇
尺
（
約
二
六
四
メ
ー

ト
ル
）の
鉄
橋
で
し
た（
写
真
３
）。

と
い
う
の
も
、
明
治
三
十
七（
一
九
〇
四
）和

歌
山
水
力
電
気
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
、
日
高

川
上
流
に
水
力
発
電
所
を
設
置
し
、
南
海
鉄
道

和
歌
山
市
駅
か
ら
海
草
郡
黒
江
町（
現
海
南
市
）

に
至
る
鉄
道
の
敷
設
が
政
府
に
認
可
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
す（『
和
歌
山
県
史
』近
現
代
史
料
四
）。

当
時
の
知
事
伊
沢
多
喜
男
は
、
鉄
道
敷
設
と

同
時
に
和
歌
浦
―
紀
三
井
寺
間
の
道
路
改
修
と

鉄
橋
の
架
設
を
行
う
こ
と
で
、
和
歌
山
水
力
電

気
会
社
か
ら
の
四
万
円
の
工
費
寄
付
金
が
見
込

ま
れ
た
た
め
、
経
費
の
節
約
や
交
通
の
便
が
良

く
な
る
な
ど
の
利
点
を
あ
げ
て
予
算
を
執
行
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。

一
方
、
予
算
案
を
審
議
す
る
議
員
ら
は
、
県

道
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
道
路
を
県
費
で
改
修

す
る
こ
と
に
反
対
で
し
た
。
一
度
目
は
否
決
、

再
議
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
や
は
り
否
決
さ
れ
、

知
事
は
最
終
的
に
内
務
大
臣
の
指
揮
を
得
て
原

案
を
執
行
、
よ
う
や
く
二
代
目
旭
橋
の
完
成
に

漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
（
森
脇
義

夫「
和
歌
山
県
の
参
事
会
」当
館
紀
要
第
六
号
）。

旭
橋
を
通
過
す
る
和
歌
浦
と
紀
三
井
寺
間
の

市
街
電
車（
略
し
て「
市
電
」）が
開
通
し
た
の
は
、

二
代
目
旭
橋
の
完
成
よ
り
少
し
遅
れ
た
十
一
月

で
し
た（
和
歌
山
市
立
博
物
館『
市
電
が
走
っ
て

い
た
街
―
開
業
か
ら
廃
止
ま
で
―
』）。

こ
う
し
て
二
代
目
旭
橋
は
完
成
し
た
の
で
す

が
、
初
代
が
架
橋
組
合
に
よ
る
私
設
の
「
賃
取

橋
」で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
代
目
は
県
費
と

寄
付
金
に
よ
っ
て
架
設
さ
れ
た
た
め
、
無
料
で

通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
三
代
目
旭
橋
と
和
歌
川
の
埋
め
立
て

二
代
目
の
旭
橋
が
架
け
ら
れ
て
か
ら
三
十
年

後
の
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）、
ま
た
も
や
旭
橋

の
架
け
替
え
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す（『
和

歌
山
県
議
会
史
』第
三
巻
）。

そ
の
理
由
と
し
て
、
幅
員
が
狭
い
、
老
朽
化

し
て
い
る
と
い
う
二
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
代
目
旭
橋
の
架
け
替
え
時
に
、
木
橋
か
ら
鉄

橋
に
変
更
す
る
こ
と
で
七
十
年
か
ら
百
三
十
年

は
耐
え
る
で
あ
ろ
う
と
伊
沢
は
述
べ
て
い
ま
し

た
が
、
予
算
を
原
案
通
り
執
行
し
た
こ
と
で
、

費
用
が
十
分
で
な
く
、
設
備
も
整
っ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

三
代
目
旭
橋
へ
の
架
け
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ま
で
の
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
超
の
橋
だ
と
多

額
の
経
費
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
治
水
上

支
障
の
な
い
範
囲
で
和
歌
川
両
岸
の
水
面
を
埋

め
立
て
る
計
画
が
な
さ
れ
ま
し
た（
写
真
４
）。

し
か
し
、
和
歌
川
の
河
口
で
は
江
戸
期
以
来
、

海
苔
の
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は

本
誌
三
〇
号（
溝
端
佳
則「
和
歌
海
苔
作
り
の
風

景
」）で
も
ご
紹
介
し
た
と
お
り
で
す
。

埋
立
て
は
、
海
苔
の
採
取
場
が
減
少
す
る
だ

け
で
な
く
、
排
水
量
の
減
少
に
よ
る
上
流
部
で

の
洪
水
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
和

歌
川
と
和
歌
浦
を
取
り
巻
く
問
題
と
し
て
、
下

水
処
理
問
題
や
近
代
的
な
港
湾
施
設
建
設
の
用

地
候
補
と
な
っ
た
こ
と
、
景
観
へ
の
影
響
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た（『
和
歌
山
市

会
速
記
録
』、『
和
歌
山
市
議
会
史
』第
一
巻
）。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
、
海
苔
業
者
に
は

補
償
金
を
支
払
う
こ
と
、
治
水
対
策
に
は
和
歌

川
の
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

と
国
庫
補
助
を
受
け
た
下
水
道
事
業

の
着
手
、
築
港
は
青
岸（
現
在
の
和
歌
山
港
）と

す
る
こ
と
で
決
着
し
、
全
長
一
四
一
メ
ー
ト
ル

の
三
代
目
旭
橋
が
竣
工
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
）の
黒

潮
国
体
を
機
に
市
電
は
廃
止
さ
れ
、
旭
橋
は
修

理
を
重
ね
な
が
ら
、
現
在
も
多
く
の
人
々
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
５
）。　
（
砂
川
佳
子
）

現
在
の
旭
橋

第 43号（平成 27年 7月発行）

写真４　昭和十四年和歌川埋立工事
（公文書　C93-805-4635）

写真３　二代目旭橋（溝端佳則氏所蔵）

写真５　現在の旭橋
左手に観海閣、中央に旭橋、右手の山

腹に紀三井寺が見える。
手前の干潟が史跡「和歌の浦」
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6

平
成
二
十
六
年
度
に
当
館
が
寄
贈
・
寄
託
・

購
入
に
よ
っ
て
収
集
し
た
古
文
書
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

番
号
付
け
、
目
録
作
り
、
複
製
物
作
成
な
ど
、

皆
様
に
御
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
整
理
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
整
理
中
の
文
書
は
、
出

納
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
御
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
御
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
当
館
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
三
次
小
野
田
少
尉
救
出
活
動
参
加
報
告
書
等

昭
和
四
十
八
年（
一
九
七
三
）、
海
南
市
職
員

で
あ
っ
た
岩
瀬
匠
さ
ん
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国
ル
バ
ン
グ
島
で
ひ
と
り
戦
い
を
続
け
て
い
た

同
市
出
身
の
陸
軍
軍
人
小
野
田
寛
郎
さ
ん
（
翌

年
帰
国
。
平
成
二
十
六
年
没
）の
捜
索
活
動
に

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
関
す
る
七
点

の
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
二
月
十
三
日
の
出
発
か
ら
四
月

十
八
日
の
帰
着
ま
で
の
間
に
岩
瀬
さ
ん
が
携
帯

し
て
現
地
の
出
来
事
な
ど
を
書
き
留
め
た
小

ノ
ー
ト「
ル
バ
ン
グ
雑
記
」四
冊
や
、
帰
国
後

に
作
成
し
て
市
長
決
裁
を
得
た
公
文
書
「
第
三

次
小
野
田
少
尉
救
出
活
動
参
加
報
告
書
（
昭
和

四
十
八
年
五
月
二
日
起
案
）」な
ど
で
す
。

岩
㟢
家
文
書
（
和
歌
山
市
紀
三
井
寺
）

名
草
郡
紀
三
井
寺
村
の
庄
屋
、
戸
長
、
村
長

な
ど
を
歴
任
し
た
岩
𥔎
家
に
伝
わ
っ
た
江
戸
時

代
か
ら
大
正
期
ま
で
の
文
書
約
一
、九
〇
〇
点

で
、
か
つ
て
写
真
撮
影
後
に
返
還
さ
れ
て
い
た

文
書
原
本
の
再
寄
託
で
す
。

村
政
や
同
家
の
家
業
、
金
剛
宝
寺
（
紀
三
井

寺
）に
関
す
る
文
書
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

に
藩
内
に
流
入
し
た
鳥
羽
・
伏
見
戦
争
の
旧
幕

府
側
敗
残
兵
を
村
内
に
一
時
収
容
し
た
際
の
関

係
記
録
、
北
米
へ
移
住
し
た
親
族
か
ら
の
手
紙

な
ど
、
地
域
の
特
色
を
反
映
し
た
文
書
群
で
す
。

複
製
物
作
成
は
終
了
し
て
お
り
、う
ち
明
治
・

大
正
期
の
村
政
を
中
心
と
す
る
一
五
三
点
に
つ

い
て
は
仮
目
録
で
の
検
索
が
可
能
で
す
。

瀧
井
家
文
書
（
橋
本
市
清
水
）

平
成
二
十
五
年
度
に
続
い
て
追
加
寄
贈
さ
れ

た
江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
文
書
五
四

点
で
す
。
今
回
寄
贈
分
は
、
同
家
の
慶
事
・
凶

事
の
際
の
祝
儀
や
香
典
の
記
録
な
ど
で
す
。

前
回
寄
贈
分
と
同
様
、
仮
目
録
検
索
に
よ
る

原
本
閲
覧
が
可
能
で
す
。

山
本
家
文
書
（
か
つ
ら
ぎ
町
高
田
）

農
業
・
商
業
を
営
み
な
が
ら
、
明
治
期
に
伊

都
郡
高
田
村
の
村
政
に
も
携
わ
っ
た
家
に
残
さ

れ
て
い
た
江
戸
時
代
後
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か

け
て
の
文
書
約
一
五
〇
点
で
す
。

明
治
初
年
に
和
歌
山
県
第
四
大
区
一
小
区
副

戸
長
、
同
村
戸
長
や
村
会
議
員
な
ど
を
務
め
た

山
本
忠
次
郎
の
作
成
・
取
得
に
よ
る
北
川
（
穴

伏
川
）三
ノ
井ゆ

の
水
路
補
修
目
論
見
書
な
ど
の

公
文
書
や
、
同
家
の
経
営
に
関
す
る
も
の
の
ほ

か
、
大
正
初
期
に
小
学
生
だ
っ
た
家
族
の
絵
日

記
も
複
数
人
分
残
っ
て
い
ま
す
。

高
田
地
区
に
残
る
文
書
は
極
め
て
少
な
く
、

貴
重
な
発
見
と
い
え
ま
す
。

山
本
吉
左
衛
門
家
知
行
目
録

家
康
以
来
、
徳
川
家
に
仕
え
た
由
緒
を
持
つ

「
駿す
る

河が

越ご
え

」の
紀
州
藩
家
臣
で
あ
る
山
本
吉
左
衛

門
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
知
行
目
録
で
す
。

初
代
藩
主
頼
宣
の
入
国
後
最
初
に
発
行
さ
れ

た
元
和
六
年（
一
六
二
〇
。
山
本
長
五
郎
宛
て
）

の
も
の
、「
今
高
制
」が
実
施
さ
れ
た
承
応
二
年

（
一
六
五
三
。
同
人
宛
て
）発
行
の
も
の
及
び
元

禄
十
六
年（
一
七
〇
三
）二
代
六
右
衛
門
茂
元
没

の
翌
月
に
三
代
山
本
吉
左
衛
門
宛
て
に
発
行
さ

れ
た
も
の
の
計
三
通
で
す
。

榎
家
本
家
文
書
（
海
南
市
孟も

う
子こ

）

江
戸
時
代
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
那
賀
郡
孟

子
村
の
庄
屋
・
戸
長
、
郡
会
議
員
を
歴
任
し
た

家
に
残
さ
れ
て
い
た
文
書
約
一
〇
〇
点
で
す
。

同
時
期
の
村
政
に
関
わ
る
文
書
が
大
半
で
、
新

出
文
書
群
で
す
。
な
お
、
同
家
は
、
後
述
す
る

榎
家
文
書
の
家
の
本
家
に
当
た
り
ま
す
。

近
現
代
の
村
政
・
大
字
運
営
に
関
す
る
も
の

を
中
心
と
す
る
孟
子
区
有
文
書
（
平
成
二
十
五

年
度
寄
託
）、
近
代
の
野
上
・
貴
志
地
域
の
主

要
産
業
で
あ
る
紋も
ん

羽ぱ

織お
り

関
連
記
録
を
含
む
榎
家

文
書
と
併
せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
同
地
域
に

つ
い
て
の
研
究
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

榎
家
文
書
（
海
南
市
孟
子
）

平
成
二
十
四
年
度
に
続
い
て
追
加
寄
贈
さ
れ

た
明
治
期
か
ら
昭
和
期
ま
で
の
文
書
約
一
五
〇

点
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
繭
糸
業
に
関
係
す
る

文
書
で
す
。

榎
家
は
、
幕
末
期
に
上
述
の
榎
家
本
家
か
ら

友
右
衛
門
が
独
立
し
た
分
家
で
、
紀
州
の
特
産

物
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
紋
羽
織
の
生
産
に
携

わ
り
、
他
方
繭
糸
や
棕し
ゆ
ろ櫚
、
櫨は
ぜ

も
商
っ
た
よ
う

で
す
。
紋
羽
織
に
関
す
る
文
書
は
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）ま
で
、
繭
糸
業
関
係
文
書
は
昭
和

十
一
年（
一
九
三
六
）ま
で
残
っ
て
い
ま
す
。

三
代
芳
三
郎
は
、
河
南
繭
糸
組
合
長
・
那
賀

郡
同
組
合
長
を
経
て
同
十
年
に
設
立
さ
れ
た
県

繭
糸
組
合
連
合
会
の
初
代
会
長
と
な
る
な
ど
同

業
界
で
活
躍
す
る
一
方
、
北
野
上
村
会
議
員
、

同
村
長（
同
十
三
～
十
四
年
）、
大
字
孟
子
区
長

な
ど
の
公
職
も
歴
任
し
ま
し
た
。

瑞ず
い

祥し
よ
う

菴あ
ん

文
書
（
那
智
勝
浦
町
南
平
野
桧ひ

曽そ

原は
ら

）

臨
済
宗
瑞
祥
菴
が
所
在
す
る
那
智
勝
浦
町
南

平
野
の
字
桧
曽
原
は
、
江
戸
時
代
は
新
宮
領
色

川
組
平
野
村
枝
郷
の
桧
曽
原
村
で
し
た
。

同
庵
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
続
く

文
書
約
一
〇
〇
点
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
内

容
は
、
同
庵
に
関
す
る
も
の
の
ほ
か
に
村
・
区

の
全
体
に
関
わ
る
も
の
を
含
み
ま
す
。

同
庵
は
過
疎
化
に
伴
う
檀
家
減
に
よ
り
現
在

廃
寺
の
手
続
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
書
が
当

館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

第 43号（平成 27年 7月発行）

山本長五郎知行目録　元和６年８月２６日付け

平
成
二
十
六
年
度
新
収
古
文
書
の
紹
介



和歌山県立文書館だより

本
紙
第
四
一
号
「
平
成
二
十
六
年
度
二
つ
の

共
同
調
査
」で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
文
書
館
は
、

文
化
庁
補
助
金
事
業
「
地
域
に
眠
る
「
災
害
の

記
憶
」の
発
掘
・
共
有
・
継
承
事
業
」に
参
加
し
、

御
坊
市
・
日
高
郡
美
浜
町
・
同
郡
日
高
川
町
・

東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
で
災
害
記
録
を
中
心
と

す
る
古
文
書
な
ど
の
所

在
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
事
業
の
成
果
を
地

元
の
皆
様
に
御
報
告
し
、

今
後
の
防
災
の
参
考
に

し
て
い
た
だ
く
た
め
の

学
習
会
が
、
那
智
勝
浦

町
と
御
坊
市
で
開
催
さ

れ
、
多
く
の
方
に
御
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

両
日
と
も
、
本
事
業
の
調
査
員
だ
け
で
な
く
、

長
年
地
元
で
災
害
や
防
災
に
関
す
る
研
究
を
続

け
て
き
た
方（
田
中
先
生
・
後
先
生
・
阪
本
先
生
）

も
お
招
き
し
、
歴
史
学
に
限
ら
な
い
幅
広
い
視

点
か
ら
地
域
防
災
を
考
え
る
材
料
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
報
告
の
後
に
は
、
来
場
く
だ
さ
っ
た

方
々
が
今
後
の
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
事
業
の
成
果
と
し
て
、
こ
の
現
地

学
習
会
開
催
の
ほ
か
に
、
小
冊
子
『
先
人
た
ち

が
残
し
て
く
れ
た「
災
害
の
記
憶
」を
未
来
に
伝

え
る
Ⅰ
―
命
と
文
化
財
を
守
る
た
め
に
―
』を

作
成
し
、
調
査
対
象
地
域
の
全
戸
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
同
書
の
内
容
は
、
県
立
博
物
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
は
、
対
象
地
域
を
西
牟
婁

郡
す
さ
み
町
・
東
牟
婁
郡
串
本
町
・
同
郡
太
地

町
と
し
、「
地
域
に
眠
る
「
災
害
の
記
憶
」と
文

化
遺
産
を
発
掘
・
共
有
・
継
承
す
る
事
業
」（
文

化
庁
補
助
金
事
業
）と
し
て
前
年
度
よ
り
多
く

の
調
査
員
で
同
様
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

二
月
二
十
八
日
　
於
：
那
智
勝
浦
町
体
育
文

化
会
館
　
参
加
者
約
一
〇
〇
名

①「
那
智
川
流
域
に
お
け
る
災
害
地
名
群
に
つ
い
て
」

　

海
の
熊
野
地
名
研
究
会
会
長
田
中
弘
倫
氏

②「
那
智
川
流
域
の
土
砂
・
河
川
の
複
合
災
害
」

　
和
歌
山
大
学
防
災
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
後
誠
介
氏

③「
那
智
勝
浦
町
宇
久
井
の
延
命
寺
本
尊
地
蔵
菩
薩
像
」

　

和
歌
山
県
文
化
遺
産
課
三
本
周
作
技
師

④「
東
南
海
地
震
津
波
と
天
満
の
大
津
波
記
念
碑
」

　

和
歌
山
県
立
博
物
館
前
田
正
明
主
任
学
芸
員

⑤「
災
害
記
念
碑
を
活
か
し
た
自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て
」

　

近
代
姫
路
大
学
講
師
松
下
正
和
氏

三
月
一
日
　
於
：
御
坊
市
中
央
公
民
館
　
参
加
者
約
九
〇
名

①「
吉
宗
藩
主
期
の
日
高
川
河
口『
浪
除
堤
』に
つ
い
て
」

　

和
歌
山
大
学
名
誉
教
授
藤
本
清
二
郎
氏

②「
安
政
南
海
地
震
津
波
と
御
坊
―『
つ
な
み
心
得
咄
し
』を
中
心
に
―
」

　

印
南
中
学
校
教
諭
阪
本
尚
生
氏

③「
御
坊
市
薗
の
天
性
寺
に
残
る
板
に
記
さ
れ
た
安
政
地
震
津
波
の
記
憶
」

　
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
木
村
修
二
氏

④「
美
浜
町
吉
原
の
松
見
寺
本
尊
宝
冠
釈
迦
如
来
像
」

　

和
歌
山
県
文
化
遺
産
課
三
本
周
作
技
師

⑤「
災
害
記
念
碑
建
立
の
背
景
―
美
浜
町
浜
ノ
瀬
の「
津

波
の
紀
事
」碑
と
日
高
川
町
若
野
の
水
害
記
念
碑
―
」

　

和
歌
山
県
立
博
物
館
前
田
正
明
主
任
学
芸
員

正し
よ
う
ぼ
う法
寺
文
書
（
那
智
勝
浦
町
坂さ

か
足あ

し
）

那
智
勝
浦
町
坂
足
は
、
江
戸
時
代
は
紀
州
藩

本
藩
領
古
座
組
に
属
す
る
坂
足
村
と
い
い
ま
し

た
。
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）に
は
二
四
戸
、

一
二
四
人
の
戸
口
が
確
認
さ
れ
ま
す
が
、
現
在

は
過
疎
化
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
住
む
人
は
な
く
な

り
、
こ
の
地
に
所
在
し
た
臨
済
宗
正
法
寺
は
近

年
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。

同
寺
に
残
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
後
期
の
坂

足
村
庄
屋
文
書
約
三
〇
点
及
び
昭
和
初
期
か
ら

平
成
初
年
に
か
け
て
の
坂
足
区
の
文
書
約
二
〇

点
が
、
当
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

隣
村
で
あ
る
新
宮
領
色
川
組
田た
の
が
い
と垣

内
村
（
現

同
町
田
垣
内
）と
の
山
論
関
係
文
書
も
含
ま
れ

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
虫
損
甚
大
の
た
め
、
修

復
し
な
け
れ
ば
開
い
て
読
む
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
し
か
し
、
か
つ
て
村
で
あ
っ
た
坂
足
地
区

の
存
在
の
証
と
な
る
も
の
と
し
て
保
存
し
て
い

き
ま
す
。

初う
ぶ
湯ゆ

川が
わ
村
文
書
（
日
高
川
町
初
湯
川
）

江
戸
時
代
の
日
高
郡
初
湯
川
村
の
庄
屋
文
書

約
五
〇
点
で
す
。
枝
郷
の
笠
松
村
（
現
同
町
初

湯
川
）に
鎮
座
す
る
上か
み

阿あ

田た

木ぎ

神
社（
上
愛
徳
六

社
権
現
社
）に
関
す
る
文
書
や
、
庄
屋
を
兼
務

し
て
い
た
滝た
き

頭が
し
ら

村（
現
同
町
滝
頭
）の
文
書
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
古
書
店
か
ら
購
入
し
ま
し
た
。

現
在
和
歌
山
県
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
「
紀
伊
国
日
高
郡
初
湯
川
村
庄
屋
愛
川
家
旧

蔵
文
書
」（
五
三
五
点
。
江
戸
時
代
後
期
～
明
治

時
代
）及
び「
紀
伊
国
日
高
郡
初
湯
川
村
慶
長
検

地
帳
写
」（
一
点
。
元
禄
十
年
）と
元
は
同
一
の

文
書
群
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

紀
の
路
御
遊
覧
日
記

文
政
七
年（
一
八
二
四
）九
月
、
和
泉
国
貝
塚

御
坊（
願
泉
寺
）の
住
持
で
、
貝
塚
寺
内
町（
現

大
阪
府
貝
塚
市
）領
主
で
も
あ
る
卜ぼ
く

半は
ん

家
十
代

当
主
了
真
は
、
妻
や
六
人
の
子
（
後
の
十
一
代

了り
よ
う

諦て
い

と
な
る
太
郎
丸
ら
「
若
君
様
」二
人
・「
姫

様
」四
人
）、
近
臣
ら
を
引
き
連
れ
、
紀
伊
国
北

部
の
名
所
を
旅
行
し
ま
し
た
。

総
勢
四
九
人
の
一
行
は
、
九
月
二
十
三
日
に

貝
塚
を
出
発
、
犬
鳴
山
を
越
え
て
紀
州
に
入
り
、

二
十
九
日
に
帰
着
す
る
ま
で
の
間
、粉
河
寺（
現

紀
の
川
市
粉
河
）、
紀
三
井
寺（
以
下
、
現
和
歌

山
市
）、
和
歌
浦
、
鷺さ
ぎ
の

森も
り

御
坊
、
加
太
浦
、
大

川
浦
の
報
恩
講
寺
な
ど
を
巡
り
、
各
所
で
俳
句

や
漢
詩
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

「
紀
の
路
御
遊
覧
日
記
」一
冊
は
、
随
行
し
た

家
臣
の
一
人
（
今
の
と
こ
ろ
誰
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。）が
了
真
の
命
を
受
け
て
書
き
留
め
た
旅
行

記
で
す
。
一
行
が
詠
ん
だ
詩
句
の
ほ
か
、
宿
屋
や

茶
屋
の
名
、
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
詳
細
に
メ

モ
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
書
店
か
ら
購
入
し
ま
し
た
。

紀
州
和
歌
浦
加
吉
船
難
船
浦
手
形

文
政
九
年（
一
八
二
六
）九
月
二
十
六
日
の
深

夜
、
紀
州
和
歌
浦
の
直
乗
船
頭
加
吉
の
廻
船

（
一
二
〇
石
積
み
四
人
乗
り
）が
讃
岐
国
靏つ
る

羽わ

浦

（
現
香
川
県
さ
ぬ
き
市
津
田
町
鶴
羽
）近
く
で
座

礁
・
破
船
し
た
と
き
の
難
船
浦
手
形
一
点
で
す
。

古
書
店
か
ら
購
入
し
ま
し
た
。

靏
羽
浦
役
人
、
高
松
藩
の
役
人
ら
に
よ
る
検

分
・
取
調
べ
や
、
引
き
揚
げ
ら
れ
た
積
荷
・
船

具
な
ど
の
現
地
で
の
競
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
最

終
的
に「
内
済
」と
し
て
処
理
さ
れ
た
こ
と
を
示

す
証
文
で
す
。

第 43号（平成 27年 7月発行）

現
地
学
習
会

歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災

―
災
害
の
記
憶
を
未
来
に
伝
え
る
―
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■
利
用
方
法

◆
閲
覧
室
受
付
に

あ
る
目
録
等
で
必
要

な
資
料
、文
書
等
を

検
索
し
、閲
覧
申
請

書
に
記
入
の
う
え
受

付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
文
書
等
利
用

の
受
付
は
閉
館
30
分

前
ま
で
で
す
。

◆
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認
申

請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。

　

開
館
時
間 

　
　
◆
火
曜
日
～
金
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
◆
土
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
振
替
休
日　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日 

◆
月
曜
日
（
祝
日
又
は
振
替
休
日
と
重
な
る
と

　
　
　
　
　

き
は
、
そ
の
後
の
平
日
）

◆
年
末
年
始　

12
月
29
日
～
１
月
３
日

◆
館
内
整
理
日

 　

・
１
月
４
日

　
　
（
月
曜
日
の
と
き
は
、
５
日
）

 　

・
２
月
～
12
月 
第
２
木
曜
日

（
祝
日
と
重
な
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日
）

 　

・
特
別
整
理
期
間　

10
日
間
（
年
１
回
）

■
交
通
の
ご
あ
ん
な
い

◆
JR
和
歌
山
駅
・
南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら

　

バ
ス
で
約
20
分

◆
和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分

  

和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
　
第
43
号

平
成
27
年
7
月
31
日　

発　

行

編
集
・
発
行　
和
歌
山
県
立
文
書
館

〒
六
四
一

－

〇
〇
五
一

和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
七

－

三
八

 　
　
　
　
　
　

き
の
く
に
志
学
館
内 

電　
話　
〇
七
三

－

四
三
六

－

九
五
四
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
七
三

－

四
三
六

－

九
五
四
一

印　
刷　
株
式
会
社
ウ
イ
ン
グ

文
書
館
の
利
用
案
内

平
成
二
十
七
年
二
月
十
日
、
和
歌
山
県
立
近

代
美
術
館（
和
歌
山
市
）に
県
内
の
博
物
館
・
美

術
館
や
図
書
館
、
市
町
村
教
育
委
員
会
の
職
員

ら
が
集
ま
っ
て
「
和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等
災

害
対
策
連
絡
会
議
」の
設
立
集
会
が
開
催
さ
れ
、

同
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

同
会
は
、

地
震
や
津
波
、

水
害
等
に

よ
っ
て
被
災

す
る
可
能
性

が
あ
る
県
内

の
文
化
財
等

（
県
や
市
町

村
の
「
指
定

文
化
財
」
に

限
ら
ず
、
未

指
定
や
個
人

所
有
の
も
の
も
含
み
ま
す
。）の
防
災
・
保
全
や
、

万
一
の
災
害
時
に
こ
れ
ら
文
化
財
等
の
救
援
・

保
全
を
図
る
た
め
に
、
関
係
機
関
・
団
体
が
連

携
・
協
力
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
県
内
の
七
六
の
機
関
・
団

体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
文
書
館
は
、
同
会
の

幹
事
館
と
な
り
ま
し
た
。

平
時
は
、
文
化
財
防
災
・
減
災
等
に
つ
い
て

の
研
究
や
研
修
な
ど
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
災

害
に
備
え
、災
害
時
に
は
、同
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
、
被
災
し
た
地
域
や
規
模
に
応
じ

た
対
策
が
早
急
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。

文
書
館
に
は
、
和
歌
山
県
庁
の
永
久
保
存
公

文
書
の
う
ち
、
事
案
完
結
後
二
〇
年
が
経
過
し

た
も
の
が
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
和
歌
山
県
知
事
部
局
・
議
会
・
選

挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
・
労
働
委
員
会
・

収
用
委
員
会
・
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・
内
水

面
漁
場
管
理
委
員
会
の
公
文
書
が
保
存
期
間
満

了
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
る
と
、
そ
の
う
ち
歴
史
資

料
と
し
て
重
要
な
も
の
が「
歴
史
文
書
」と
し
て

引
き
継
が
れ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
に
文
書
館
に
引
き
継
が
れ

た
永
久
保
存
文
書
は
三
一
〇
冊
、
平
成
五
年
の

開
館
か
ら
の
累
積
冊
数
は
二
二
、八
二
一
冊
で

す
。（
和
歌
山
県
の
公
文
書
は
「
簿
冊
」形
式
で

あ
る
た
め
、
単
位
は「
冊
」に
な
り
ま
す
。）

歴
史
文
書
の
引
継
冊
数
は
二
七
三
冊
で
、
そ

の
う
ち
二
五
六
冊
が
県
庁
の
知
事
部
局
本
課
か

ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
年
、
知
事

部
局
本
課
全
体
で
は
、
合
計
八
、九
四
一
冊
の

公
文
書
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
有
期
限

公
文
書
の
う
ち
二
・
九
％
が
、
最
終
的
に
歴
史

文
書
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
開
館
以
降

の
歴
史
文
書
の
累
積
冊
数
は
、
六
、四
六
六
冊

で
す
。

こ
れ
ら
の
公
文
書
は
、
文
書
館
で
保
存
・
整

理
さ
れ
、
事
案
完
結
後
三
〇
年
が
経
過
し
、
且

つ
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
問
題
が
な
く
な
っ
た

も
の
か
ら
御
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
永
久
保
存
公
文
書
の
う
ち
、
個
人

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て

は
、
情
報
公
開
制
度
に
則
り
、
県
庁
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
の
御
利
用
に
な
り
ま
す
。

「
和
歌
山
県
博
物
館
施
設
等

災
害
対
策
連
絡
会
議
」発
足

平
成
二
十
六
年
度
公
文
書
の
引
継
ぎ
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